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内容

• CIMモデルの現状と将来

– LandXML1.2に準じた3次元設計データ交換標準（案）

– IFC

• CIM関連展示内容の紹介
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CIMモデルのデータ交換

• 平成28年度末までに対応

– 平面線形、縦断線形、横断形状、及び地形については
LandXML

– 上記以外についてはIFC

• 平成29年度以降

– 原則としてIFC

– IFCにおいて線形、トンネル、橋梁など土木用のモデルが
策定された場合は順次対応

「LandXML1.2に準じた
3次元設計データ交換標準（案）Ver.1.0」

平成28年3月30日公開

・OCF CIM セミナー 2015  「OCFの取組み」で公表
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www.nilim.go.jp/lab/qbg/bunya/cals/des.html 4



「LandXML1.2に準じた3次元
設計データ交換標準（案）」
対応ソフトウェア一覧

・対応または対応予定のソフト
ウェアの情報を公開

www.ocf.or.jp/cim/LandList.shtml
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・ソフトウェアの機能によって対応項目が異なる
・横断面（路床面、路体面）とサーフェス（現況地形、道路面、路床面、路体面）が

Ver.1.0で追加された

「LandXML1.2に準じた3次元設計データ交換標準（案）」
項目別対応状況の例

公開例 その１ 公開例 その２
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・道路面は、車道、路肩、歩道、法面（切土、盛土）等の区分可能

「LandXML1.2に準じた3次元設計データ交換標準（案）」
道路中心線形・横断面の表示例

平面線形

縦断線形

道路面・路床面・路体面・横断現況線
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・道路中心線形と横断面を重ね合わせた3次元表示例

道路中心線形・横断面

「LandXML1.2に準じた3次元設計データ交換標準（案）」
道路中心線形・横断面の表示例
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・サーフェスは区分を付けて、現況地形・路床面・路体面を表現可能

「LandXML1.2に準じた3次元設計データ交換標準（案）」
サーフェスの表示例

現況地形

路床面・路体面
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・道路面のサーフェスに、道路中心線形と横断面を重ね合わせた3次元表示例

「LandXML1.2に準じた3次元設計データ交換標準（案）」
サーフェスの表示例

道路面
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11

構造・熱負荷・LCC・
4D・５D

各種シミュレーション

電気設備

空調設備

干渉チェック
（意匠・構造・

設備）

元データ提供：IAI, AEC3 (TLC)

CG

積算・調達

維持管理・ＦＭ

IFC（ Industry Foundation Classes ）

・buildingSMART International（bSI）が策定をしてきた3次元建物情報モデル
・国内では、buildingSMART Japan（bSJ）において活動
・2013年に国際標準（ISO 16739）として発行



IFC 橋梁上部工の表示例

上部工

PC鋼材

支承部

定着具
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IFC 橋梁下部工の表示例

翼壁付き橋台 ラーメン式橋脚
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IFC トンネルの表示例

坑門工と本体工

本体工の部材
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IFC ボックスカルバートの表示例

ボックスカルバート

3D配筋干渉チェック
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CIM モデルの将来

• LandXML1.2に準じた3次元設計データ交換標準（案）

– 片勾配摺り付けの見直し

– 土質区分の検討

• IFC

– CIMへの適用

– 数量算出に必要な属性等の検討

– IFCにおいて線形、トンネル、橋梁など土木用のモデル
が策定された場合は順次対応
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